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各グループから１科目ずつ選
択し、計６科目を２年間で履
修。
６科目のうち、３～４科目を
上級レベル（HL,各240時間）
その他を標準レベル
（SL,各150時間）として履修。

なお、日本語DPでも、６科目
中２科目は、英語等で履修す
る必要がある。

DP資格の取得には、上記を全
て履修し、外部評価（国際バ
カロレア試験等）及び内部評
価を通じて、原則として45点
満点中24点以上を取得するこ
とが必要。配点は、６科目に
つき各７点（計42点）、
３つの必修要件で計３点。

「未来の学校」事業

国際的な教育プログラムを研究する高校

DPのカリキュラム

国際バカロレア(International Baccalaureate)

国際バカロレア機構（本部ジュネーブ）が提供する国際的
な教育プログラム。
国際バカロレア（IB：International Baccalaureate）は、
1968年、国際的に通用する大学入学資格（国際バカロレア
資格）を与え、大学進学へのルートを確保することを目的
として設置された。世界共通の国際バカロレア試験、国際
バカロレア資格の授与等を実施しています。

所定のカリキュラムを２年間履修し、最終試験を経て所定
の成績を収めると、国際的に認められる大学入学資格（国
際バカロレア資格）が取得可能。原則として、英語、フラ
ンス語又はスペイン語で実施。

先進的・先端的な研究開発に取
り組む実践校を指定し、長野県
高校教育をけん引する新たな学
びの場、学びの仕組みを構築す
る。
５年間研究開発に取り組み、検
証・評価を行うとともに、成果
の普及につとめる。

国際的な教育プログラムの長所
を生かした
【飯田風越独自のカリキュラム
や学びの指導・評価方法を研究
開発する】
とともに、学びの成果を活かし
ながら、
【海外大学進学を実現するため
のプログラムと支援体制を構築
する】。



国際バカロレア：IB(International Baccalaureate)について

動画 QRコード

IBについて説明している動画
（YouTube）のQRコードで
す。ご覧ください。

実際に国際バカロレアのカリ
キュラムで大学に入学した生徒
のユーチューバーです。ご覧く
ださい。

IBの学習者像と新学習指導要領

IBが育てる１０の学習者像
・探究する人
・知識のある人
・考える人
・コミュニケーションができる人
・信念を持つ人
・心を開く人
・思いやりのある人
・挑戦する人
・バランスのとれた人
・振り返りができる人

共通している

新学習指導要領が目指す資質能力
・生きて働く「知識技能」の習得
・未来の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力」
・学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性等」
の涵養

目指す資質能力が共通しています。
そして、IBは何十年も前からこれ
らを使命としてカリキュラム編成
を作成・検証を繰り返しています。
そのノウハウを参考に、研究を進
めています。

具体的には６つのプロジェクトに分かれます
• F-教科指導・単元計画（実践） 丸山先生
• F-ルーブリック・観点別評価（実践） 臼田先生
• F-進路指導・留学指導 岩澤先生
• 新学校設定科目「世界の中の日本」 飯田先生
• 新学校設定科目「アカデミックスキル」 岩澤先生
• その他 清水

今年度のMirai研の体制

詳細は次号以降になり
ますが、全職員に授業
実践等で研究に関わっ
ていただくことになる
かと思います。よろし
くお願いいたします。

なぜIBについて「研究」するのか

世界が国際バカロレアを推進する意義
・グローバル人材育成に有効な手法
（課題発見・解決能力、論理的思考力・コミュニケーション能力など）
・国際通用性（高卒後、海外大学に直接入学する選択肢拡大）
・特徴的なカリキュラム、双方向型授業
・国内外の優秀人材の獲得
・大学の活性化

文部科学省が国際バカロレアを推進・支援
・DPの単位を１条校での単位に読み替え可能
・教員養成（特別免許状の授与）
・大学入学者選抜におけるIB（DP)スコアの利用
・IB推進のためのコンソーシアムを発足
・２０２２年までにIB認定校を２００校に増加

風越高校はIBの認定校を目指
しているわけではありません。
地方の公立高校として「IBの
エッセンス」を取り入れ、生
徒の資質・能力を育成しよう
と研究を始めました。


